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土砂災害の軽減に向けて
ー斜面崩壊 ー

環境地質 稲垣秀輝

平成２６年１月２３日

地盤工学会

斜面崩壊の特徴
• 今回発生した斜面崩壊はすべて火山地域特有の表
層崩壊であった

• 表層崩壊が発生した箇所のほとんどが，山地の自
然斜面であり，幅広いが，崩壊の深さは0.5m程度
の非常に浅いものが多い

• 崩壊は地表下0.5m前後に分布する降下火山砂が
崩壊しているのがわかる．この降下火山砂は細～
中粒であり，斜面に平行に堆積したもので，たいへ
ん透水性がよく根茎についてもこの表層に集まって
いる

• その下にはレスと呼ばれている降下火山灰層が認
められ,よく締っており，根茎の侵入が認められない
とともに不透水層となっている
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斜面崩壊の素因と誘因

• ①素因：斜面表層に斜面と平行したゆるい降
下火山砂が堆積しており，その直下に不透水
層で植根の侵入を妨げるよく締った降下火山
灰層（レス）が斜面に平行に分布している火
山地域特有の地質構造を示す．

• ②誘因：時間雨量100mmを越え，連続雨量
約800mmの豪雨．

Loc.1での表層崩壊発生状況
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Loc.2での表層崩壊

後続流による中流域でのガリー
による元町溶岩の露出

ガリー

ガリー

表層崩壊の発生メカニズム
• 豪雨が表層のゆるい降下火山砂に多量に浸透し，
過剰な間隙水圧が発生した表層の降下火山砂層内
の下位の不透水層の上面に水みち（パイピング
ホール）を作りながら不透水層上面をすべり面とし
て表層崩壊が発生した．この時，樹木の根系は，降
下火山砂層内の緊縛効果は発揮するが，不透水層
まで根が侵入していないので，根の杭効果は期待
できず，表層の降下火山砂層が植生と一緒になっ
て一体化して高速にすべり落ちることになる

• このような表層崩壊は，「根系層崩壊」とも呼ばれて
おり，火山地域ではよく発生する表層崩壊である
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表層崩壊の発生メカニズムの概要

滑落面は不透水層のレス

植生に関連した火山地域特有の根系層崩壊事例

• 白河豪雨災害時に発生した
根系層崩壊事例

• 白河地域は，火山地域であ
り，レスとよく似た性格をもつ
弱溶結火砕流堆積物が広く
分布しており，この火山地質
特有の地盤が根系層崩壊を
発生させたのである

植生の根系による崩壊防止効果の概要図

1998年8月台風4号の記録的な豪
雨によって発生した根系層崩壊

根系層崩壊概念図

稲垣秀輝：根系崩壊，地盤工学会，Vol.50，No.5，pp.5-7， 1996 による
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道路の流
水で崩壊

崩壊物が
沢に流下

崩壊に対する道路の影響は限定的
• ①道路からの流入水に
起因すると思われる崩
壊は5か所のみ（→）

• ②道路からの流入水に
よる流域変更はない（幅
広の斜面）

• ③道路は上方斜面の崩
壊土砂等の堆積場とし
ての効果が一部で認め
られた。

• 総合的な評価：道路が
無くても災害の程度に
差はなかったと考えられ
る。

（上野将司作成）

幅の広い表層崩壊の起った原因

1338年に流下した元町溶岩と幅の広い表層崩壊

幅の広い表層崩壊範
囲

地質調査所：伊豆大島火山1986年の噴火-地質と噴火
の歴史-，1/25000地図，1987 による

• 今回多くの犠牲者を出した
神達地区を中心とした斜
面は先に述べた1338年の
元町溶岩流下部とほぼ一
致している

• しかし，今回の表層崩壊
は元町溶岩の直上では発
生していない

• すると，この元町溶岩が広
範囲に表層崩壊を発生し
やすい大きなすべり台の
基礎を作ったからではない
かと考えられる

• つまり，この溶岩がなけれ
ば谷の発達した通常の火
山山麗斜面となり，幅の広
い表層崩壊は起こりえな
い
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まとめ
• ①素因：斜面表層に斜面と平行したゆるい降下火山砂が堆積し

ており，その直下に不透水層で植根の侵入を妨げるよく締った降
下火山灰層（レス）が斜面に平行に分布している火山地域特有
の地質構造を示す．

• ②誘因：時間雨量100mmを越え，連続雨量約800mmの豪雨．

• ③発生メカニズム：豪雨が表層のゆるい降下火山砂に多量に浸
透し，過剰な間隙水圧が発生した表層の降下火山砂層内の下位
の不透水層の上面に水みちを作りながら不透水層上面をすべり
面として表層崩壊が発生した．この時，樹木の根系は，降下火山
砂層内の緊縛効果は発揮するが，不透水層まで根が侵入してい
ないので，根の杭効果は期待できず，表層の降下火山砂層が植
生と一緒になって一体化して高速にすべり落ちることになる．

• ④素因の原因：元町溶岩が広範囲に表層崩壊を発生しやすい大
きなすべり台の基礎を作った

• ⑤崩壊形態は、「根系層崩壊」 と考えられる

土砂災害の軽減に向けて
• この元町溶岩を作り出した斜面地形は，土砂災害
防止法に基づく土石流や急傾斜地の警戒区域や特
別警戒区域の対象域とはならないところに注目した
い．火山地域ではこのように通常の土砂災害の想
定を越えた地質構造があるものであり，今後の防
災・減災上の課題である

• このような地域でのハード対策の検討やソフト対策
での火山地域での特殊な土砂災害ハザードマップ
作りや土砂災害防止法の改正などを提言したい

土砂災害防止法に基づく土石流や急
傾斜地の警戒区域や特別警戒区域の
対象域


